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論文内容の要旨

本論文は，硫化カドミウムナノ粒子を固定した電極の光電気化学特性に関する研究をまとめたものであり，緒言，

本論 4 章，結論から構成されている。

緒言では，本研究の背景，目的，概要について示している O

第一章では，表面修飾することにより安定化した硫化カドミウムナノ粒子を金電極上に固定し，走査型トンネル顕

微鏡を用いて個々の粒子の粒径を評価するとともにトンネル分光測定を行うことによりエネルギー構造を求めている。

第二章では，サイズ選択光溶解法により調製した種々の粒径の単分散な硫化カドミウムナノ粒子を固定した金電極

を調製し，その光電気化学測定を行うことにより，その粒径依存性について明らかにしているo さらに，その特性か

ら硫化カドミウムナノ粒子の伝導帯下端電位と価電子帯上端電位を粒径の関数として求めている O

第三章では，負電荷を有する硫化カドミウムナノ粒子を固定した金電極の光アノード電流の大きさは用いた正孔捕

捉剤の帯電状態に大きく依存すること，ならびに硫化カドミウムナノ粒子表面に多数の表面準位が存在した場合， こ

れを固定することによって調製した電極の光電極特性にも大きな影響を及ぼすことを明らかにしているO

第四章では，硫化カドミウムナノ粒子の電極上への固定量を増やす方法として， ラングミューアー・ブロジェット

法を用いて 2 次元的に架橋した硫化カドミウムナノ粒子膜を金電極上に累積する方法が有効であることを示しているO

結論では，得られた結果を要約している O

論文審査の結果の要旨

粒径が10nm以下の半導体ナノ粒子のエネルギーギャップは粒径の減少とともに増大し，それにつれて光生成した

電子と正孔は還元力と酸化力を増し，バルク半導体ではエネルギー的に不可能であった反応でも進行させることがで

きるようになる O このような理由によって現在，半導体ナノ粒子を光触媒・光増感剤として用いることにより光エネ

ルギーを化学及び、電気エネルギーへ変換する研究が活発に行われている o 本論文では半導体ナノ粒子を用いて半導体

電極よりも光増感作用のより大きい電極を作成するための基礎研究として，硫化カドミウムナノ粒子を固定した金電

極を作製しその光電気化学特性について検討しており，主な成果を要約すると次の通りである。
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(1) 金電極上に固定した硫化カドミウムナノ粒子の粒径を走査型トンネル顕微鏡観察によって決定するとともに，

トンネル分光測定を行うことによりバンドギャッフ。を求めることから，バンドギャッフ。の粒径依存性を明らか

にしている。

(2) 種々の粒径の単分散な硫化カドミウムナノ粒子を固定した金電極の光電気化学特性から，粒径が小さくなるほ

ど光増感酸化反応がより負電位で起こることを明らかにしている O

(3) 金電極に固定した硫化カドミウムナノ粒子に電荷あるいは表面準位が存在すると，その光電気化学特性に大き

な影響を及ぼすことを明らかにしている。

(4) 硫化カドミウムナノ粒子の電極上への固定量を増やす方法としてラングミューアーブロジェット法が有効であ

ることを明らかにし，この方法を用いることにより，固定化粒子密度を制御でき，光電極活性の異なる電極が

調製できることを示している o

以上のように，本論文は新規な硫化カドミウムナノ粒子の電極への固定法の開発に成功するとともに，それらの電

極の光電気化学測定を行うことによって硫化カドミウムナノ粒子の特性を明らかにしており，光電気化学分野に対し

て貢献するところが大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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